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氏名  　　　　　池上　季美果

· 発表についての報告

発表題目：GCOM-C/SGLIプロジェクトに向けた八ヶ岳周辺における植生純一次生産量の推定と検証

発表形式：ポスター

発表内容の概要：

　2014年にGCOM-C衛星が打ち上げ予定である。この衛星にはADEOS-Ⅱ衛星のGLIセンサの後継機であるSGLIセンサが搭載予定であり、SGLIプロジェクトに向けてNPP推定の精度向上を図りたい。本研究ではNPP推定をGLIセンサの空間分解能250mデータからと千葉大学より提供をうけた八ヶ岳のカラマツ林の毎木調査データから行い結果を比較することで検証を行った。カラマツの毎木調査データについては林野庁が定めている材積式を用いて材積を求め、そこからNPP推定を行った。GLIセンサの空間分解能250mデータについては本研究室で開発してきたアルゴリズムを使用してNPP推定を行った。NPP推定値を比較した結果、２つの値には大きな違いがみられた。NPP推定アルゴリズムは紀伊半島の植生を基に考えられているために八ヶ岳のような植生が異なる地域では値が違っていると考えられる。今後アルゴリズムなどについて見直していく必要がある。

聴講の反応と発表の感想：

　今回のポスターセッションに思っていた以上にたくさんのかたに聴講してもらい、そのなかで10人程度のからから質問をうけた。カラマツの毎木調査データからNPP推定を行うときに使用した式などについての質問が多かった。今後改良が必要だと考えているNPP推定アルゴリズムについては、アルゴリズムでは気温を使用しているが、土壌呼吸などを一緒に考える上で地表面温度を使用した方がいいのではないか、八ヶ岳サイトで最大光合成速度を測定し直したほうがいいなどの意見をいただいた。その他にも研究への意見やアドバイスをもらい、あらためて研究を見直すことができた。

· 聴講したものについての報告

　衛星データから求める植生指数としてカゲ指数を考案し、カゲ指数ではこれまでの植生指数では判別が難しかった植生の樹種の違いなどの識別に有用であるという発表があった。これは同じ植生をあつかう私の研究の参考になるのではないかと感じた。また、レーダーで月の地下構造を観測するという発表があった。地表面だけでなく地下構造がわかるというのが興味深かった。

